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専門分野・研究分野

生体から発生している微弱磁気計測と
磁場の生体への影響・効果
　ヒトだけでなく動物は生体内の電気活動により、脳、心臓などから微弱な
磁場を発生している。生体磁場の存在は古くから予測されていたが、非常に
弱い磁場（10-12 ～ 10-10T［テスラ］）のためこれを計測することは困難だった。
しかし、SQUID（Superconducting QUantum Interference Device：超電導量
子干渉素子）が開発され、生体磁気計測が可能となり、脳機能の研究やてん
かんの発生部位の推定、心臓疾患の一つであるWPW 症候群の副伝導路の位
置推定などに利用されている。一方で生体に磁場を与えたときの影響や効果
も研究され、磁場を使った治療が一部実施されている。このように生体と磁
場は密接な関係にあり、この分野における研究はますます重要となるであろ
う。

研究内容

経頭蓋反復磁気刺激の効果と
その安全限界に関わる基礎的研究
　本研究室では、磁気刺激による神経活動のメカニズムの解明を目的とし
て、反復磁気刺激を経頭蓋的に行ってみた。1T 未満で低頻度（1Hz 以下）の磁
気刺激が認知過程へ与える影響を調べたところ、低い音と高い音をランダム
に呈示して高い音の出現回数をカウントするなどの事象関連電位の脳波計
測で得られるP300潜時（音などの刺激が与えられた後、約300msに発生する
陽性の脳波成分が出現するまでの時間）に磁気刺激が影響を及ぼすことを見
いだした。一方で、パーキンソン患者の頭部を磁気刺激することで、パーキン
ソン病独特の症状が数か月間緩和されるとの報告があるが、合併症が生じな
いような安全な磁気刺激条件を求めることが必要であり、本研究室でも磁気
刺激の安全限界を求めるための基礎的研究を行っている。
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とその可塑性に関する研究、公益財団法人　磁気健康科
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図 . 磁気刺激装置と脳波計測装置




